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〈別添１〉諮問事項１に対しての答申

平成２５年度に使用する特別支援学校並びに特別支援学級にお

ける教科用図書の採択基準

１ 特別支援学校の小学部及び中学部において平成２５年度に使用する教

科用図書は、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」

第１３条第５項の規定により、学校教育法附則第９条の規定による教科

用図書を除き、「特別支援学校用教科書目録（平成２５年度使用）」に

搭載された教科書のうちから採択する。

２ 小学校及び中学校の特別支援学級において平成２５年度に使用する教

科用図書は、学校教育法附則第９条に規定する教科用図書を除き、「義

務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」第１４条に定める

ところにより、小学校においては平成２３年度、中学校においては平成

２４年度に採択されたものと同一の教科用図書とすること。

３ 特別支援学校並びに特別支援学級において使用する学校教育法附則第

９条の規定による教科用図書の採択については、県教育委員会の提供す

る「選定に必要な資料」に基づき、児童生徒の障がいの実態等を十分考

慮すること。
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【
一
般
図
書
】

№
１

番
号
作
成
年
度
発
行
所
図
書

コ
ー
ド

書
名

内
容
の
特
徴

内
容
の
程
度

印
刷
・
製
本

領
域
・
教
科
、
発
達
年
齢
等

1
H
2
4

偕 成 社
X
0
7

坂
本
廣
子
の
ひ
と
り
で

ク
ッ
キ
ン
グ
７

お
べ
ん
と
う
つ
く
ろ
う
！

￥
１
，
４
７
０

・
お
べ
ん
と
う
作
り
の
レ
シ
ピ
を
イ
ラ
ス

ト
と
写
真
で
紹
介

・
お
べ
ん
と
う
の
献
立
例
、
主
食
と
副
食

の
組
み
合
わ
せ
を
掲
載

・
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
手
順
の
説
明
に
従
っ

て
お
弁
当
づ
く
り
が
で
き
る
。

・
道
具
や
材
料
の
名
前
も
イ
ラ
ス
ト
入
り

で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
。

・
調
理
前
の
衛
生
管
理
や
準
備
、
後
片
付

け
の
方
法
も
学
習
で
き
る
。

・
2
5
.
4
c
m
×
2
1
c
m

・
3
1
ペ
ー
ジ

・
厚
手
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
8
～
1
2
ポ
イ
ン
ト

・
平
成
ゴ
シ
ッ
ク

・
職
業
・
家
庭
、
家
庭

・
小
学
校
高
学
年
～

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

2
H
2
4

学 習 研 究 社

N
0
1
ほ
ん
と
の
お
お
き
さ
動
物

園 ￥
１
，
５
７
５

・
２
０
種
類
の
動
物
の
実
物
大
顔
写
真
を

掲
載

・
毛
の
生
え
方
、
目
や
鼻
の
大
き
さ
な
ど

を
顔
の
細
部
ま
で
写
真
で
観
察
で
き
る
。

・
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
や
動
物
の
体
長
、
尾

長
、
体
重
、
分
布
な
ど
も
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
3
7
c
m
×
2
6
.
5
c
m

・
4
7
ペ
ー
ジ

・
厚
手
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
8
～
2
0
ポ
イ
ン
ト

・
ゴ
シ
ッ
ク
体

・
見
開
き
ペ
ー
ジ
6
ペ
ー
ジ

・
生
活
、
国
語
、
算
数

・
３
歳
～

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

3
H
2
4

合 同 出 版

A
0
1

子
ど
も
と
マ
ス
タ
ー
す
る

４
９
の
生
活
技
術

イ
ラ
ス
ト
版
手
の
し
ご
と

￥
２
，
０
３
９

・
生
活
技
術
の
基
本
が
わ
か
る
テ
キ
ス
ト

・
衣
、
食
、
住
、
勉
強
遊
び
の
４
つ
の
大

項
目
を
計
４
９
の
小
項
目
で
構
成

・
生
活
技
術
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
絵

と
写
真
を
用
い
て
解
説
し
て
あ
る
。

・
図
解
や
挿
絵
は
わ
か
り
や
す
い
。

・
や
や
難
解
な
用
語
も
使
用
さ
れ
て
お

り
、
教
師
に
よ
る
適
切
な
支
援
が
必
要
で

あ
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
2
c
m

・
1
1
1
ペ
ー
ジ

・
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
白
黒

・
文
字
1
0
～
1
2
ポ
イ
ン
ト

・
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
明
朝
体

・
大
き
さ
、
重
さ
は
適
当

・
漢
字
に
ル
ビ
な
し

・
算
数
、
数
学
、
生
活
、

職
業
・
家
庭
、
図
画
工
作

・
小
学
校
低
学
年
～

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習
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【
一
般
図
書
】

№
２

番
号
作
成
年
度
発
行
所
図
書

コ
ー
ド

書
名

内
容
の
特
徴

内
容
の
程
度

印
刷
・
製
本

領
域
・
教
科
、
発
達
年
齢
等

4
H
2
4

三 省 堂
A
0
5
こ
ど
も
マ
ナ
ー
と
け
い
ご

絵
じ
て
ん

￥
２
，
５
２
０

・
子
ど
も
の
生
活
に
密
着
し
た
テ
ー
マ
を

と
り
あ
げ
、
家
庭
・
学
校
・
公
共
の
場
所

な
ど
日
常
生
活
の
場
面
ご
と
に
解
説
を
加

え
た
マ
ナ
ー
と
敬
語
の
入
門
絵
辞
典

・
子
ど
も
が
実
際
に
経
験
し
や
す
い
場
面

が
想
定
し
て
あ
り
、
学
習
に
使
用
し
や
す

い
。
・
あ
い
さ
つ
や
来
訪
者
へ
の
対
応
が
具
体

的
に
絵
と
吹
き
出
し
で
記
載
さ
れ
て
い

る
。
・
敬
語
の
種
類
と
使
い
方
が
表
に
ま
と
め

て
あ
る
。

・
写
真
で
は
な
く
、
単
純
化
し
た
イ
ラ
ス

ト
が
用
い
て
あ
り
、
わ
か
り
や
す
い
。

・
2
6
c
m
×
2
1
c
m

・
1
7
3
ペ
ー
ジ

・
厚
手
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
2
～
1
6
ポ
イ
ン
ト

・
ゴ
シ
ッ
ク
体

・
大
き
さ
、
重
さ
は
適
当

・
漢
字
に
ル
ビ
あ
り

・
生
活
、
国
語
、
道
徳
、

職
業
・
家
庭

・
幼
児
～
小
学
生

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

5
H
2
4

フ レ ー ベ ル 館

G
1
2

フ
レ
ー
ベ
ル
館
の
図
鑑

ナ
チ
ュ
ラ

は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ

￥
１
，
９
９
５

・
春
夏
秋
冬
の
季
節
ご
と
に
特
有
な
自
然

や
行
事
、
食
べ
物
や
遊
び
を
掲
載
し
た
図

鑑

・
各
季
節
の
特
徴
的
な
自
然
と
、
行
事
な

ど
の
く
ら
し
と
の
関
連
が
示
さ
れ
て
い

る
。
・
季
節
の
行
事
や
食
べ
物
の
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
で
多
く
あ
り
、
理
解
が
し
や
す
く
興

味
・
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
2
3
c
m
×
2
9
.
2
c
m
m

・
1
2
8
ペ
ー
ジ

・
表
紙
は
厚
紙

・
厚
手
上
質
紙
(
一
部
折

込
）

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
2
～
3
6
ポ
イ
ン
ト

・
丸
ゴ
シ
ッ
ク
、
明
朝
体

・
生
活
、
理
科

・
小
学
校
低
学
年

・
個
別
学
習
、
一
斉
学
習

6
H
2
4

ポ プ ラ 社

P
0
7

音
の
出
る
知
育
絵
本
７

こ
え
で
お
ぼ
え
る
１
２
３

か
ず
の
ほ
ん

￥
２
，
１
０
０

・
身
近
に
あ
る
具
体
物
の
数
量
や
計
算
に

親
し
ん
だ
り
、
時
計
を
使
っ
て
日
常
生
活

の
場
面
の
時
間
を
意
識
し
た
り
で
き
る
音

の
出
る
絵
本

・
遊
び
の
要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
数
え

る
、
聞
く
、
書
く
、
計
算
す
る
活
動
が
で

き
る
。

・
イ
ラ
ス
ト
と
付
属
の
お
は
じ
き
の
大
き

さ
が
同
じ
な
の
で
、
お
は
じ
き
を
使
っ
た

操
作
活
動
が
し
や
す
い
。

・
ひ
ら
が
な
、
か
た
か
な
表
記
が
中
心
で

あ
る
。

・
問
題
を
、
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、

正
誤
を
音
で
確
認
で
き
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
9
.
5
c
m

・
表
紙
は
厚
く
し
っ
か
り
し

て
い
る
。

・
ペ
ン
、
お
け
い
こ
シ
ー
ト

付
き

・
文
字
1
2
～
2
4
ポ
イ
ン
ト

・
音
量
調
節
可

・
丸
ゴ
シ
ッ
ク

・
算
数

・
３
～
６
歳

・
個
別
学
習
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【
特
別
支
援
学
校
小
学
部
知
的
障
害
者
用
】

№
１

番
号
作
成

年
度

発
行
者
の

番
号
・
略
称

使
用

学
年

教
科
書
の

記
号
・
番
号

書
名

内
容
の
特
徴

内
容
の
程
度

印
刷
・
製
本

領
域
・
教
科
、
発
達
年
齢
等

備
考

1
H
2
4
2
東
書

1
～
6
C
-
1
1
1
こ
く
ご
☆

￥
８
４
８

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
第
１
段
階
の
内

容 ・
挿
絵
を
使
っ
て
教
師
の

話
を
聞
い
た
り
、
一
緒
に

楽
し
ん
だ
り
す
る
中
で
、

こ
と
ば
や
国
語
の
学
習
に

親
し
み
、
興
味
関
心
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
構
成

・
挿
絵
を
見
た
り
教
師
の
語
り
か
け
を
聞
い
た
り

し
て
絵
本
に
親
し
み
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

・
教
師
と
一
緒
に
こ
と
ば
、
鳴
き
声
、
擬
音
、
身

振
り
等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

・
ク
レ
パ
ス
等
の
筆
記
用
具
を
使
い
、
書
く
こ
と

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
3
c
m

・
9
0
ペ
ー
ジ

・
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
3
2
ポ
イ
ン
ト

・
教
科
書
体

・
国
語

・
３
～
６
歳

・
個
別
学
習
、

一
斉
学
習

2
H
2
4
2
東
書

1
～
6
C
-
1
1
2
こ
く
ご
☆
☆

￥
８
６
５

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
第
２
段
階
の
内

容 ・
学
校
や
家
庭
で
の
生
活

場
面
や
物
語
の
絵
を
見

て
、
場
面
を
想
定
し
た
会

話
が
で
き
る
構
成

・
食
べ
物
や
乗
り
物
の
ほ
か
身
近
な
も
の
の
絵
を

見
て
名
前
を
覚
え
た
り
、
仲
間
分
け
を
し
た
り
し

て
、
語
彙
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
絵
と
単
語
、
文
字
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
な
ぞ
り
書

き
な
ど
を
通
し
て
、
文
字
の
読
み
書
き
へ
の
興
味

関
心
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
3
c
m

・
1
0
6
ペ
ー
ジ

・
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
6
～
4
8
ポ
イ
ン

ト ・
教
科
書
体

・
国
語

・
小
学
校
１
年
生

・
個
別
学
習
、
一

斉
学
習

3
H
2
4
2
東
書

1
～
6
C
-
1
1
3
こ
く
ご
☆
☆
☆

￥
８
３
０

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
第
３
段
階
の
内

容 ・
日
常
生
活
に
必
要
な
簡

単
な
会
話
、
語
句
や
短
い

文
の
読
み
書
き
が
身
に
つ

け
ら
れ
る
構
成

・
自
己
紹
介
、
買
い
物
、
電
話
等
生
活
に
即
し
た

具
体
的
な
場
面
で
絵
を
見
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に

即
し
た
会
話
が
で
き
る
。

・
説
明
文
や
物
語
文
を
読
み
、
挿
絵
を
手
掛
か
り

と
し
な
が
ら
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
る
。

・
日
記
や
は
が
き
の
学
習
を
通
し
て
、
名
前
や
簡

単
な
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
3
c
m

・
1
1
2
ペ
ー
ジ

・
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
6
～
3
6
ポ
イ
ン

ト ・
教
科
書
体

・
漢
字
に
ル
ビ
あ
り

・
国
語

・
小
学
校
低
学
年

・
個
別
学
習
、
一

斉
学
習
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【
特
別
支
援
学
校
小
学
部
知
的
障
害
者
用
】

№
２

番
号
作
成

年
度

発
行
者
の

番
号
・
略
称

使
用

学
年

教
科
書
の

記
号
・
番
号

書
名

内
容
の
特
徴

内
容
の
程
度

印
刷
・
製
本

領
域
・
教
科
、
発
達
年
齢
等

備
考

4
H
2
4
1
7
教
出
1
～
6
C
-
1
1
1
さ
ん
す
う
☆

￥
２
，
２
９
３

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
第
１
段
階
の
内

容 ・
日
常
生
活
場
面
に
即
し

て
、
具
体
物
の
有
無
、
身

近
に
あ
る
物
の
数
量
や
形

の
違
い
に
関
心
が
持
て
る

構
成

・
児
童
の
実
態
に
応
じ
て
身
近
に
あ
る
も
の
へ
の

着
目
を
促
し
、
色
・
形
・
お
な
じ
・
な
か
ま
・
量

に
つ
い
て
多
様
な
感
覚
を
使
っ
て
学
習
で
き
る
。

・
挿
絵
の
色
形
が
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
分
か
り
や

す
く
、
親
し
み
や
す
い
。

・
仕
掛
け
の
あ
る
ペ
ー
ジ
で
は
、
動
か
す
と
絵
に

変
化
が
表
れ
、
子
ど
も
が
視
覚
的
に
理
解
で
き

る
。
・
巻
末
資
料
の
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
操
作
活
動
が

で
き
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
2
c
m

・
8
1
ペ
ー
ジ

・
上
質
紙
（
折
り
込
み

は
や
や
厚
め
、
巻
末
資

料
は
厚
紙
）

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
1
～
1
4
ポ
イ
ン

ト ・
教
科
書
体
、
丸
ゴ

シ
ッ
ク

・
巻
末
資
料
、
透
明

シ
ー
ト
あ
り

・
算
数

・
３
～
６
歳

・
個
別
学
習

5
H
2
4
1
7
教
出
1
～
6
C
-
1
1
2
さ
ん
す
う
☆
☆
（
１
）

￥
１
，
３
５
９

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
第
２
段
階
「
数

と
計
算
」
の
内
容

・
身
近
に
あ
る
具
体
物
を

数
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
日
常
生
活
場
面
に
即

し
た
場
面
構
成

・
日
常
生
活
場
面
や
動
物
の
イ
ラ
ス
ト
に
よ
り
、

１
～
１
０
の
数
唱
理
解
、
数
の
多
少
、
５
ま
で
の

数
の
合
成
分
解
の
力
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
お
は
じ
き
を
操
作
し
た
り
、
線
を
引
い
た
り
す

る
操
作
活
動
が
で
き
る
。

・
仕
掛
け
の
あ
る
ペ
ー
ジ
で
は
、
動
か
す
と
絵
に

変
化
が
表
れ
、
子
ど
も
が
視
覚
的
に
理
解
で
き

る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
2
c
m

・
7
7
ペ
ー
ジ

・
薄
手
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
1
～
3
6
ポ
イ
ン

ト ・
教
科
書
体
、
丸
ゴ

シ
ッ
ク

・
算
数

・
小
学
校
１
年
生

・
個
別
学
習

6
H
2
4
1
7
教
出
1
～
6
C
-
1
1
3
さ
ん
す
う
☆
☆
（
２
）

￥
１
，
７
０
０

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
２
段
階
「
量
と

測
定
」
「
図
形
・
数
量
関

係
」
「
実
務
(
時
計
や

暦
)
」
の
内
容

・
遊
び
や
生
活
の
中
に
あ

る
事
柄
に
つ
い
て
、
量
や

関
連
付
け
等
に
よ
り
興
味

関
心
が
広
が
る
場
面
設
定

・
具
体
物
の
直
接
比
較
／
基
本
的
な
基
礎
的
な
図

形
（
□
○
△
）
や
位
置
関
係
と
図
表
へ
の
関
心
／

一
日
の
時
間
の
移
り
変
わ
り
と
時
計
の
読
み
方
／

金
銭
生
活
へ
の
導
入
が
で
き
る
。

・
日
常
生
活
場
面
や
身
近
な
イ
ラ
ス
ト
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
親
し
み
や
す
い
。

・
一
部
、
図
形
の
辺
が
立
体
的
に
な
っ
て
お
り
、

触
っ
て
確
認
で
き
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
2
c
m

・
6
7
ペ
ー
ジ

・
薄
手
上
質
紙
（
一
部

厚
手
上
質
紙
）

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
1
～
1
6
ポ
イ
ン

ト ・
教
科
書
体
、
丸
ゴ

シ
ッ
ク

・
算
数

・
小
学
校
１
年
生

・
個
別
学
習

7
H
2
4
1
7
教
出
1
～
6
C
-
1
1
4
さ
ん
す
う
☆
☆
☆

￥
１
，
５
０
０

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
３
段
階
の
内
容

・
日
常
生
活
場
面
や
具
体

物
に
関
す
る
初
歩
的
な
数

の
概
念
を
理
解
し
、
生
活

の
中
で
実
際
に
活
用
で
き

る
よ
う
課
題
を
構
成

・
日
常
生
活
や
遊
び
の
中
で
、
具
体
物
を
数
え
た

り
和
差
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
、
比
較
、
時
計
や

暦
へ
の
関
心
、
簡
単
な
図
形
と
図
表
等
の
活
用
の

仕
方
を
親
し
み
や
す
い
場
面
で
生
活
に
即
し
て
習

得
で
き
る
。

・
数
の
比
較
で
は
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
や
グ
ラ
フ
で

視
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
お
金
の
分
類
や
買
い
物
等
消
費
生
活
の
基
礎
に

つ
い
て
、
数
の
理
解
と
合
わ
せ
て
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
2
c
m

・
9
3
ペ
ー
ジ

・
薄
手
上
質
紙
（
一
部

厚
手
上
質
紙
、
透
明

シ
ー
ト
あ
り
）

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
1
～
4
8
ポ
イ
ン

ト ・
教
科
書
体
、
丸
ゴ

シ
ッ
ク

・
算
数

・
小
学
校
低
学
年

・
個
別
学
習

7



【
特
別
支
援
学
校
小
学
部
知
的
障
害
者
用
】

№
３

番
号
作
成

年
度

発
行
者
の

番
号
・
略
称

使
用

学
年

教
科
書
の

記
号
・
番
号

書
名

内
容
の
特
徴

内
容
の
程
度

印
刷
・
製
本

領
域
・
教
科
、
発
達
年
齢
等

備
考

8
H
2
4
2
東
書

1
～
6
C
-
1
1
1
お
ん
が
く
☆

￥
１
，
２
９
４

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
１
段
階
の
内
容

・
身
近
な
生
活
や
季
節
等

に
合
わ
せ
た
楽
曲
を
児
童

の
興
味
関
心
を
引
く
イ
ラ

ス
ト
で
紹
介

・
音
楽
遊
び
を
中
心
に
構

成

・
四
季
の
行
事
や
生
活
と
関
連
あ
る
歌
６
３
曲
、

鑑
賞
６
曲
を
掲
載

・
手
遊
び
の
動
き
（
踊
り
）
や
演
奏
方
法
が
イ
ラ

ス
ト
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。

・
身
近
に
あ
る
音
の
出
る
お
も
ち
ゃ
や
打
楽
器
が

写
真
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。

・
イ
ラ
ス
ト
が
ペ
ー
ジ
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る

の
で
、
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。

・
2
5
.
8
c
m
×
1
8
.
3
c
m

・
1
1
5
ペ
ー
ジ

・
薄
手
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
4
～
2
0
ポ
イ
ン

ト ・
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
明
朝

体 ・
楽
譜
と
歌
詞
を
巻
末

に
一
括
収
録

・
音
楽
科

・
３
～
６
歳

・
一
斉
学
習

9
H
2
4
2
東
書

1
～
6
C
-
1
1
2
お
ん
が
く
☆
☆

￥
１
，
１
９
２

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
２
段
階
の
内
容

・
身
近
な
生
活
や
季
節
等

に
合
わ
せ
た
歌
や
楽
曲

が
、
児
童
の
興
味
関
心
を

引
く
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介

・
季
節
の
楽
曲
を
取
り
上

げ
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る

内
容

・
四
季
の
行
事
や
生
活
と
関
連
の
あ
る
歌
６
３

曲
、
鑑
賞
１
６
曲
を
掲
載

・
全
て
の
曲
に
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
他
に
ひ
ら
が
な

の
歌
詞
が
掲
載
し
て
あ
る
。

・
イ
ラ
ス
ト
が
ペ
ー
ジ
に
大
き
く
描
か
れ
て
お

り
、
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。

・
絵
譜
や
音
の
高
さ
や
鍵
盤
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
挿

絵
に
よ
り
、
楽
譜
へ
の
興
味
を
喚
起
し
や
す
い
。

・
2
5
.
8
c
m
×
1
8
.
3
c
m

・
1
3
1
ペ
ー
ジ

・
薄
手
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
4
～
1
6
ポ
イ
ン

ト ・
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
明
朝

体 ・
楽
譜
と
歌
詞
を
巻
末

に
一
括
収
録

・
音
楽

・
小
学
校
１
年
生

・
個
別
学
習
、
一

斉
学
習

1
0
H
2
4
2
東
書

1
～
6
C
-
1
1
3
お
ん
が
く
☆
☆
☆

￥
１
，
１
４
３

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
小
学
部
３
段
階
の
内
容

・
身
近
な
生
活
や
季
節
等

に
合
わ
せ
た
歌
や
行
進

曲
、
劇
、
踊
り
、
郷
土
の

歌
、
わ
ら
べ
歌
、
世
界
の

歌
等
の
楽
曲
が
、
児
童
の

興
味
関
心
を
引
く
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
で
紹
介

・
歌
５
６
曲
、
鑑
賞
５
曲
を
掲
載

・
歌
に
は
カ
タ
カ
ナ
や
漢
字
の
混
じ
っ
た
歌
詞
と

イ
ラ
ス
ト
が
掲
載
し
て
あ
る
。
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。

・
合
奏
曲
で
は
楽
器
の
演
奏
方
法
が
楽
譜
の
中
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
楽
譜
に
階
名
が
記
入
し
て
あ
る
。

・
2
5
.
8
c
m
×
1
8
.
3
c
m

・
1
1
3
ペ
ー
ジ

・
薄
手
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
4
～
1
6
ポ
イ
ン

ト ・
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
明
朝

体 ・
楽
譜
と
歌
詞
を
巻
末

に
一
括
収
録

・
音
楽

・
小
学
校
低
学
年

・
個
別
学
習
、
一

斉
学
習
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【
特
別
支
援
学
校
中
学
部
知
的
障
害
者
用
】

№
１

番
号
作
成

年
度

発
行
者
の

番
号
・
略
称

使
用

学
年

教
科
書
の

記
号
・
番
号

書
名

内
容
の
特
徴

内
容
の
程
度

印
刷
・
製
本

領
域
・
教
科
、
発
達
年
齢
等

備
考

1
1
H
2
4
2
東
書

1
～
3
C
-
7
1
1
国
語
☆
☆
☆
☆

￥
６
７
２

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
中
学
部
の
内
容

・
生
活
全
般
に
必
要
な
日

本
語
の
「
聞
く
・
話
す
」

「
読
む
」
「
書
く
」
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
構
成

・
物
語
や
説
明
文
だ
け
で
な
く
、
な
ぞ
な
ぞ
や
こ

と
わ
ざ
、
俳
句
、
標
識
や
標
語
な
ど
内
容
が
多
岐

に
渡
り
、
言
語
理
解
だ
け
で
な
く
、
情
操
を
豊
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
絵
は
が
き
・
新
聞
・
案
内
状
・
標
識
・
マ
ー
ク

な
ど
日
常
生
活
で
の
具
体
的
な
活
用
方
法
を
学
習

で
き
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
3
c
m

・
1
4
1
ペ
ー
ジ

・
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
2
～
2
0
ポ
イ
ン

ト ・
教
科
書
体

・
漢
字
に
ル
ビ
あ
り

・
国
語

・
小
学
校
低
～
中

学
年

・
個
別
学
習
、
一

斉
学
習

1
2
H
2
4
1
7
教
出
1
～
3
C
-
7
1
1
数
学
☆
☆
☆
☆

￥
１
，
４
２
２

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
中
学
部
の
内
容

・
日
常
生
活
の
中
で
必
要

な
数
量
や
図
形
等
の
理

解
、
生
活
管
理
に
つ
い

て
、
生
活
範
囲
で
活
用
で

き
る
課
題
設
定

・
計
算
機
の
活
用
、
お
金
の
取
り
扱
い
、
公
衆
電

話
や
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
、
貯
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
実
物
の
写
真
で
示

さ
れ
て
い
て
社
会
生
活
で
の
活
用
に
つ
な
ぐ
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
等
が
効
果
的
に
挿
入
さ
れ
て

い
る
。

・
筆
算
の
計
算
で
は
、
一
の
位
を
ピ
ン
ク
、
十
の

位
を
黄
色
な
ど
、
位
取
り
が
分
か
る
よ
う
に
色
分

け
が
さ
れ
て
い
る
。

・
挿
絵
が
色
づ
か
い
が
同
系
色
の
た
め
、
イ
ラ
ス

ト
の
１
０
０
の
束
の
輪
郭
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

・
2
5
.
7
c
m
×
1
8
.
2
c
m

・
1
5
6
ペ
ー
ジ

・
薄
手
上
質
紙
（
一
部

厚
手
上
質
紙
、
透
明

シ
ー
ト
あ
り
）

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
0
～
3
6
ポ
イ
ン

ト ・
教
科
書
体
、
丸
ゴ

シ
ッ
ク

・
数
学

・
小
学
校
低
～
中

学
年

・
個
別
学
習
、
一

斉
学
習

1
3
H
2
4
2
東
書

1
～
3
C
-
7
1
1
音
楽
☆
☆
☆
☆

￥
７
４
７

・
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
中
学
部
の
内
容

・
身
近
な
生
活
や
季
節
に

合
わ
せ
た
歌
や
楽
曲
と
合

わ
せ
て
、
日
本
や
世
界
の

民
謡
、
世
界
の
民
族
音
楽

を
取
り
入
れ
た
構
成

・
歌
４
２
曲
、
鑑
賞
１
７
曲
が
掲
載

・
漢
字
の
歌
詞
に
は
ふ
り
が
な
が
、
英
語
の
歌
に

は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
カ
タ
カ
ナ
の
歌
詞
が
表
記

さ
れ
て
い
る
。

・
世
界
の
民
族
音
楽
で
は
、
楽
器
や
衣
装
な
ど
が

カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
ダ
ン
ス
や
合
奏
な
ど
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
楽
し

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

・
2
5
.
8
c
m
×
1
8
.
3
c
m

・
1
4
3
ペ
ー
ジ

・
薄
手
上
質
紙

・
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

・
文
字
1
4
～
1
6
ポ
イ
ン

ト ・
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
明
朝

体 ・
楽
譜
と
歌
詞
が
巻
末

に
一
括
収
録

・
音
楽

・
小
学
校
低
～
中

学
年

・
個
別
学
習
、
一

斉
学
習
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- 1 -

〈別添３〉諮問事項３に対しての答申

都道府県の設置する義務教育諸学校（県立特別支援学校）に

おいて使用する教科用図書の採択について

【採択方針】

各県立特別支援学校においては、各学校における児童・生徒の障がい等

の実態に応じて最も適当と思われる教科用図書を選定し、県教育委員会に

採択申請を行う。県教育委員会は各学校長からの採択申請に基づいて審査

を行い、決定する。

10



学校教育法
（昭和二十二年三月三十一日法律第二十六号）

最終改正：平成十九年六月二十七日法律第九十八号

第三十四条 小学校においては、文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部科学省が

著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならない。

２ 前項の教科用図書以外の図書その他の教材で、有益適切なものは、これを使用するこ

とができる。

３ 第一項の検定の申請に係る教科用図書に関し調査審議させるための審議会等（国家行

政組織法（昭和二十三年法律第百二十号）第八条 に規定する機関をいう。以下同じ。）

については、政令で定める。

第四十九条 第三十条第二項、第三十一条、第三十四条、第三十五条及び第三十七条から

第四十四条までの規定は、中学校に準用する。この場合において、第三十条第二項中「前

項」とあるのは「第四十六条」と、第三十一条中「前条第一項」とあるのは「第四十六

条｣と読み替えるものとする。

附 則

第九条 高等学校、中等教育学校の後期課程及び特別支援学校並びに特別支援学級におい

ては、当分の間、第三十四条第一項（第四十九条、第六十二条、第七十条第一項及び第

八十二号において準用する場合を含む。）の規定にかかわらず、文部科学大臣の定める

ところにより、第三十四条第一項に規定する教科書以外の教育用図書を使用することが

できる。

1
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義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律
（昭和三十八年十二月二十一日法律第百八十二号）

最終改正：平成十九年六月二十七日法律第九十六号

第一章 総則

（この法律の目的）

第一条 この法律は、教科用図書の無償給付その他義務教育諸学校の教科用図書を無償と

する措置について必要な事項を定めるとともに、当該措置の円滑な実施に資するため、

義務教育諸学校の教科用図書の採択及び発行の制度を整備し、もつて義務教育の充実を

図ることを目的とする。

第三章 採択

（都道府県の教育委員会の任務）

第十条 都道府県の教育委員会は、当該都道府県内の義務教育諸学校において使用する教

科用図書の採択の適正な実施を図るため、義務教育諸学校において使用する教科用図書

の研究に関し、計画し、及び実施するとともに、市（特別区を含む。以下同じ。）町村

の教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸学校を除く。）の校長の行う採択

に関する事務について、適切な指導、助言又は援助を行わなければならない。

（教科用図書選定審議会）

第十一条 都道府県の教育委員会は、前条の規定により指導、助言又は援助を行なおうと

するときは、あらかじめ教科用図書選定審議会（以下「選定審議会」という。）の意見

をきかなければならない。

２ 選定審議会は、毎年度、政令で定める期間、都道府県に置く。

３ 選定審議会は、二十人以内において条例で定める人数の委員で組織する。

（採択地区）

第十二条 都道府県の教育委員会は、当該都道府県の区域について、市若しくは郡の区域

又はこれらの区域をあわせた地域に、教科用図書採択地区（以下この章において「採択

地区」という。）を設定しなければならない。

２ 都道府県の教育委員会は、採択地区を設定し、又は変更しようとするときは、あらか

じめ市町村の教育委員会の意見をきかなければならない。

３ 都道府県の教育委員会は、採択地区を設定し、又は変更したときは、すみやかにこれ

を告示するとともに、文部科学大臣にその旨を報告しなければならない。

（教科用図書の採択）

第十三条 都道府県内の義務教育諸学校（都道府県立の義務教育諸学校を除く。）におい

て使用する教科用図書の採択は、第十条の規定によつて当該都道府県の教育委員会が行

なう指導、助言又は援助により、種目（教科用図書の教科ごとに分類された単位をいう。

以下同じ。）ごとに一種の教科用図書について行なうものとする。

２ 都道府県立の義務教育諸学校において使用する教科用図書の採択は、あらかじめ選定

審議会の意見をきいて、種目ごとに一種の教科用図書について行なうものとする。
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３ 公立の中学校で学校教育法第七十一条の規定により高等学校における教育と一貫した

教育を施すもの及び公立の中等教育学校の前期課程において使用する教科用図書につい

ては、市町村の教育委員会又は都道府県の教育委員会は、前二項の規定にかかわらず、

学校ごとに、種目ごとに一種の教科用図書の採択を行うものとする。

４ 第一項の場合において、採択地区が二以上の市町村の区域をあわせた地域であるとき

は、当該採択地区内の市町村立の小学校及び中学校において使用する教科用図書につい

ては、当該採択地区内の市町村の教育委員会は、協議して種目ごとに同一の教科用図書

を採択しなければならない。

５ 前各項の採択は、教科書の発行に関する臨時措置法（昭和二十三年法律第百三十二号。

以下「臨時措置法」という。）第六条第一項 の規定により文部科学大臣から送付される

目録に登載された教科用図書のうちから行わなければならない。ただし、学校教育法附

則第九条に規定する教科用図書については、この限りでない。

（同一教科用図書を採択する期間）

第十四条 義務教育諸学校において使用する教科用図書については、政令で定めるところ

により、政令で定める期間、毎年度、種目ごとに同一の教科用図書を採択するものとす

る。 
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